
　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策４　男女共同参画を実現するための意識づくり
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2018（平成30）年度　事業

人権問題地区別懇談会を通し
て、地域における社会通念・慣
習等の見直しについて啓発しま
す。

事業実施計画

開催地区数実績　総数：98
本庁（上野）：22
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：8
大山田支所：24
青山支所：8

　社会に従来から存在する男
女における性別の固定概念に
より、性別による固定的な役割
分担が地域においてもぬぐい切
れていない中で、話し合いから
現状をしっかり把握し、それぞ
れの意識を見つめなおすこと
で、男女共同参画社会の推進
につなげるきっかけとなりまし
た。
　しかしながら、理解は進んで
いるものの社会に一旦根付い
た慣習や感覚を拭い去るのは
困難で、地区別懇談会におい
てもお茶を出しているのが女性
のみである割合が非常に高い
状況です。そのような身近な場
面を例にあげて、話し合いを進
めていく必要があります。

実施事業の内容、効果・課題

人啓発地区草の根推進会議
が行う講演会や地区別懇談会
等において、固定的性別役割
意識の解消に向けて啓発を行
います。また、男女共同参画の
研修等への参加を促します。

開催予定地区数　総数：110
本庁（上野）：30
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：10
大山田支所：24
青山支所：10

地 域 団 体
等に対する
慣行等の見
直しの啓発

「男は仕事」
「女は家事･
育児・介護」
と 思 わ な い
市民意識の
割合

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

人権政策課

伊賀支所振
興課

１０　男女共
同参画の視
点に立った
慣行等の見
直し

事
業
番
号

指標

伊賀支所管内では、住民が主
体となり身近な人権課題につい
て懇談を行うよう各区に働きか
けています。
ビデオ学習や講演会形式を取
り入れ、身近な話題から男女
共同参画につなげていただいて
います。
その場で、LGBT問題のパンフ
レットを配布するなどし、男女共
同参画につなげていきました。
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事業実施計画

人啓発地区草の根推進会議
が行う講演会や地区別懇談会
等において、固定的性別役割
意識の解消に向けて啓発を行
います。また、男女共同参画の
研修等への参加を促します。

開催予定地区数　総数：112
本庁（上野）：30
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：11
大山田支所：25
青山支所：10
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2018（平成30）年度　事業

事業実施計画 実施事業の内容、効果・課題

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
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事業実施計画

B B B

B B B

B B B

人権問題地区別懇談会を通し
て、地域における社会通念・慣
習等の見直しについて啓発しま
す。

大山田支所
振興課

８地区　「身元調査」を共通の
テーマとし、懇談の場を持ちま
した。前年度と比較し、参加者
が増加しました。

阿山地域内（鞆田・丸柱地域）
を対象に、人権啓発地区別懇
談会を開催しました。
○開催回数：７回（対象８区）
○参加人数：２２８名
○今年度は鞆田・丸柱地域で
の開催であった。地域からの要
望により、丸柱地域は２区（丸
柱・音羽）をまとめて開催しまし
た。懇談会そのものは活気があ
り意見交換も盛んでした。多様
な層から参加してもらえるよう、
広報や取り扱うテーマ等で工夫
を続けていきます。

人啓発地区草の根推進会議
が行う講演会や地区別懇談会
等において、固定的性別役割
意識の解消に向けて啓発を行
います。また、男女共同参画の
研修等への参加を促します。

開催予定地区数　総数：110
本庁（上野）：30
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：10
大山田支所：24
青山支所：10

人権啓発地区別懇談会は、
テーマを「身元調査」として実
施しました。
グループ討議の中で、「息子の
嫁を探していると言って、根掘り
葉掘り聞いてきた人がいた」な
ど、女性の個性や身体的特徴
などを聞きただそうとしていた出
来事が、過去であっても実在し
ていました。
また2/3開催の大山田同和教
育研究大会では、人と人の関
係性の中に潜む男尊女卑の意
識についても学習しました。

地 域 団 体
等に対する
慣行等の見
直しの啓発

「男は仕事」
「女は家事･
育児・介護」
と 思 わ な い
市民意識の
割合

１０　男女共
同参画の視
点に立った
慣行等の見
直し

島ヶ原支所
振興課

阿山支所振
興課
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人啓発地区草の根推進会議
が行う講演会や地区別懇談会
等において、固定的性別役割
意識の解消に向けて啓発を行
います。また、男女共同参画の
研修等への参加を促します。

開催予定地区数　総数：112
本庁（上野）：30
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：11
大山田支所：25
青山支所：10

2
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2018（平成30）年度　事業

事業実施計画 実施事業の内容、効果・課題

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

指標

事業実施計画

Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ

人権問題地区別懇談会を通し
て、地域における社会通念・慣
習等の見直しについて啓発しま
す。

男女共同参画センター情報紙
「きらきら」編集員と共同で、5
月・8月・11月・2月に発行し、
市内全戸へ回覧、また、本庁・
支所・地区市民センター各窓
口に設置しました。各号ごとに
編集会議を持ち、読者に興味
を持って読んでもらえる内容を
考えました。内容や文章構成
等を工夫し発行に努めていま
す。

人権政策課

男女共同参画センター情報紙
「きらきら」を年4回発行し、市
内全戸へ回覧、また、本庁・支
所・地区市民センター各窓口に
設置します。

人啓発地区草の根推進会議
が行う講演会や地区別懇談会
等において、固定的性別役割
意識の解消に向けて啓発を行
います。また、男女共同参画の
研修等への参加を促します。

開催予定地区数　総数：110
本庁（上野）：30
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：10
大山田支所：24
青山支所：10

青山支所振
興課

市民ボランティアスタッフの企
画編集による情報紙「きらきら」
を発行し、市内配布による啓発
を行います。

4自治協８地区で地区別懇談
会と講演会を開催し300名の
参加がありました。
講演会では地域の底力につい
て聴講し、懇談会では思いやり
駐車場やバリアフリーではない
避難所と車椅子についてなどを
話し合う中で、日常生活で無意
識に男女の固定的な役割を求
めていないかを振り返りました。
また人権３法や伊賀市のALLY
の取組みも紹介しました。

23

男 女 共 同
参 画 セ ン
ター情報紙
の発行

三重県内男女共同参画連携
映画祭を実施し、上映前にプレ
トークを行い、参加者に男女共
同参画の視点で映画を観ても
らえるよう促します。
上映作品：ズートピア

人権政策課

三重県内男女共同参画連携
映画祭2018を開催しました。
日時：平成30年8月18日（土）
      午後2時～午後4時
場所：あやま文化センター
参加者数：242人
上映作品：「ズートピア」
男女共同参画の意識啓発のた
めに、プレトークを行いました。
アンケートでは95％の方が良
かったと回答し、決めつけること
が良くないことや、誰でも可能
性があることが実感できたという
声も多く寄せられました。

地 域 団 体
等に対する
慣行等の見
直しの啓発

１１　男女共
同参画の視
点での情報
発信・活用
力の育成
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情 報 の 理
解・判断力
を高める講
座の開催

「男は仕事」
「女は家事･
育児・介護」
と 思 わ な い
市民意識の
割合

１０　男女共
同参画の視
点に立った
慣行等の見
直し

ﾒﾃﾞｨｱ等から受け取る情報を、
男女共同参画の視点で読み解
く力を身につける講座を開催し
ます。
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男女共同参画センター情報紙
「きらきら」を年4回発行し、市
内全戸へ回覧、また、本庁・支
所・地区市民センター各窓口に
設置します。

三重県内男女共同参画連携
映画祭を実施し、上映前にプレ
トークを行い、参加者に男女共
同参画の視点で映画を観ても
らえるよう促します。
上映作品：美女と野獣

人啓発地区草の根推進会議
が行う講演会や地区別懇談会
等において、固定的性別役割
意識の解消に向けて啓発を行
います。また、男女共同参画の
研修等への参加を促します。

開催予定地区数　総数：112
本庁（上野）：30
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：11
大山田支所：25
青山支所：10
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事
業
番
号

指標

事業実施計画

B B B

B B B

三重県任命立入調査員の協
力を得て、伊賀市内の書店・コ
ンビニエンスストア、ゲームセン
ター等を巡回し、有害環境浄
化活動を実施しました。コンビ
ニエンスストア・書店・小売店へ
出向き、有害な図書類の陳列
方法について協力を依頼しまし
た。今後も有害な図書類が、
一般書店と同等に陳列販売さ
れることのないよう注意喚起を
続けていく必要があります。

平易な文章表現を用い、市民
にわかりやすく親しまれる紙面
づくりをめざすため策定した「広
報いが市編集方針」に基づき、
広報掲載依頼原稿について、
固定的性別役割分担意識に
よって表現されていないか、文
言や挿入イラスト等の確認を徹
底しました。

青少年に有害な環境点検のパ
トロールを三重県任命立入調
査員の協力を得て、一部のコン
ビニエンスストア・書店・小売店
へ出向き有害な図書類の陳列
方法について協力を依頼しま
す。

青少年に有害な環境点検のパ
トロールを三重県任命立入調
査員の協力を得て、一部のコン
ビニエンスストア・書店・小売店
へ出向き有害な図書類の陳列
方法について協力を依頼しま
す。また、青少年センターを中
心に定期的に街頭補導等を実
施します。

広報「いが市」掲載依頼原稿に
ついて、固定的性別役割分担
意識によって表現されていない
か、文言や挿入イラスト等の確
認を徹底します。

生涯学習課

１１　男女共
同参画の視
点での情報
発信・活用
力の育成
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青 少 年 健
全 育 成 事
業の推進

人権、男女共同参画の視点
で、青少年を有害環境から守
るための取り組みを推進しま
す。

市広報紙に
おける表現
の点検

広報「いが市」掲載依頼原稿に
ついて、固定的性別役割分担
意識によって表現されていない
か、文言や挿入イラスト等の確
認を徹底します。

男女平等、男女共同参画の視
点に立って、市広報紙の記事
内容を点検します。

広聴情報課26
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Ａ Ａ Ａ

B B B

女性弁護士による女性法律相
談を関係機関と連携し、毎月
（年12回）実施します。

１２　様々な
困難をかか
える人々へ
の対応

人権相談の
充実

困難をかかえる人々に対して、
関係機関と連携し、人権尊重
の観点に立った相談や支援を
行います。

要保護児童及びDV被害者へ
の支援体制を強化するためこ
ども女性総括相談員１名を配
置するとともに、女性相談員１
名、母子･父子自立支援員１
名、家庭児童相談員２名を配
置し、困難な状況をかかえる女
性やひとり親家庭などからの相
談を受け、女性相談所、ハロー
ワーク、児童相談所等の関係
機関と連携しながら支援を行い
ます。

こども未来
課

人権政策課

女性弁護士による女性法律相
談を関係機関と連携し、毎月
（年12回）実施します。

困難な状況をかかえる女性や
ひとり親家庭などからの相談に
対し、女性相談所、ハローワー
ク、児童相談所等の関係機関
と連携しながら支援を行いまし
た。

困難をかかえる女性やひとり親
家庭などからの相談に対し、女
性相談所、ハローワーク、児童
相談所等の関係機関と連携し
ながら支援を行います。

女性弁護士による女性法律相
談を毎月（年12回）実施しまし
た。
○相談件数：延べ 43人
限られた相談時間を最大限に
活かすため、事前に関係機関
と連携しています。全相談希望
者に法的知識を提供することで
困難な問題を抱える女性を支
援しました。
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